
中部空港建設が周辺海域環境に及ぼす影響
水質~特に底層の溶存酸素濃度環境の悪化



はじめに

• 伊勢湾で最も良好な海域環境の常滑沖浅海域で空港島と前
島の埋め立てが行なわれた結果、周辺海域環境はどのように
変化したか？

• 事業者（愛知県・中部国際空港株式会社）による空港島建設
の事後調査結果では一部流れが弱まったところはあるが環境
に大きな変化はないとされている

• しかし、潜水漁民から海底にヘドロが堆積し漁獲対象の二枚
貝が採れなくなったとして科学的な実態調査の要望が出された

• そこで故西條八束名古屋大学名誉教授を代表者として空港島
周辺海域環境研究会が組織された

• 2002年10月より、水質（特に溶存酸素）、底質（特に有機物の
堆積）、底生生物（特に二枚貝類）を中心に調査を実施

• 日間ヶ島潜水漁民、野間・小鈴谷漁協の協力を得て調査
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調査地点と調査日

• 2002年10月19日
• 2003年7月26日
• 10月11日
• 2004年7月16日
• 9月11日
• 2005年7月16日
• 10月1日
• 2007年7月7日
• 9月22日
• 2008年7月26日
• 9月6日



水質調査 2003年7月
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2003年7月深場の酸素状況

20 25 30 35

30 40 50 60 70 80 90 100

0

5

10

15

20

水
温

(℃
）

塩
分

(PSU)

溶
存

酸
素

(%)

水 温 (℃）/ 塩 分 (PSU)

溶 存 酸 素 (%)

水

深

(m)

(C)



2005年7月
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クロロフィルaの分布（2005年7月16日）
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1994年：33μｇ/ｌ

1995年：53μｇ/ｌ

2004年：２１μｇ/ｌ



2005年10月
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空港島水道Ｄ点における底層酸素の
連続測定 2006年7~9月
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空港島周辺海域底層の
溶存酸素の経年変化
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2005年10月1日
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まとめ

• 空港島周辺浅海域底層付近の溶存酸素は埋立て 1年後の
2003年時点では40~50%であったが、底層での著しい酸素
消費から流況変化による有機物の堆積が推測された。

• 2005年には空港島水道で異常な赤潮発生が見られ、水道
北側の極浅海域Ａ５地点でＤＯ30％以下を記録した。

• 2006年7月にはＡ３地点を除くすべての地点でＤＯ30%以下
を記録し、9月になってもＡ５地点は30%以下であった。

• 2007~08年は浅海域Ｂ地点群のＤＯはやや回復しているが
水道北側のＡ５地点はＤＯ20%以下を記録した。

• 空港等建設による周辺海域底層の溶存酸素環境は極めて
深刻な状況と判断される。
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